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生涯スポーツ研究
一一一車いすテニス大会参加者の意識について一一
A Study on the Life-long Sports: 
Consciousness of Wheelchair Tennis Competition Participants 
?????
E要約]The N agano Paralympics have aroused a great deal of interest and promoted a greater 
understanding of sports for the handicapped. On the other hand， current measures for disabled 
persons are stil unsatisfactory， having a relatively short history compared to European countries. 
The purpose of this study is to provide reference material for the promotion of sports for the 
handicapped based on survey of attitudes of wheelchair tennis competition participants. 
The main results are as follows: 
1) The fact that there are less female players and more femele volunteers seems to reflect the 
present gender role of the society. It is hoped that there will be more female players and more 
male volunteers. 
2) Disabled players tend to show less earmestness in comparison with volunteers. 
3) Players' motivational pattern can be divided into the following three types. 
• Victory-oriented 
. Recreation-oriented 
. Not-very storongly motivated. 
4) The increase of new mixed events in which bote disabled and abled play together will be one of 
the important factors for the promotion of wheelchair tennis. 









































































































































② 選手の職業は，無職 8人(27.6%)，自営 8人




年齢 男性 女性 男性 女性 合計
~24 3(11.5) 1 ( 8.3) 4 ( 9.1) 
25~29 2 ( 7.7) 1 (33.3) 2 (16.7) 5(11.4) 
30~34 3 (11.5) 1 (33.3) 4 ( 9.1) 
35~39 1 ( 3.9) 1 ( 8.3) 2 ( 4.5) 
40~44 1 ( 3.9) 4 (33.3) 5(11.4) 
45~49 4 (15.4) 3 (25.0) 7 (15.9) 
50~54 3 (11. 5) 1 (33.3) 1 (33.3) 5(11.4) 
55~59 4 (15.4) 1 (33.3) 1 ( 8.3) 6 (13.6) 
60~64 3 (11.5) 3 ( 6.8) 
65~ 1 ( 3.9) 1 (33.3) 2 ( 4.5) 
不明 1 ( 3.9) 1 ( 2.3) 
































調査項目 選手 ボフソァィア χ2検定
な し 。 1 ( 6.7) 
~ 4 10(34.5) 2(13.3) 
テニス歴 5 ~ 9 7(24.1) 6(40.0) 
10 ~ 14 11 (37.9) 5(33.3) 
15 ~ 1( 3.4) 1 ( 6.7) 
現在テ二ス以外に あ り 10(34.5) 5(33.3) 
行っているスポーツ な し 19(65.5) 10(66.7) 
現在行っている文化 あ り 7(24.1) 4(26.7) 
@ボラソティ了活動 な し 22(75.9) 11(73.3) 
家族にテニスを し、 る 6(20.7) 12(80.0) ** 
する人が いない 23(79.3) 3(20.0) 
し、る 8(27.6) 5(33.3) 
家族Iこテニス以外の いない 20(69.0) 9(60.0) 
スポーツをする人が
不明 1( 3.4) 1 ( 6.7) 
大会のみ 1 ( 3.4) 。
不定期 4(13.8) 3 (21. 4) * 
練習日数
月 2 1 ( 3.4) 。
遇 1 12(41. 4) 2(14.3) 
週 2~3 11(37.9) 5(35.7) 
週 4~5 。 4(28.6) 。 4(13.8) 2(14.3) 
大会出場回数
2 ~ 3 11(37.9) 3 (21. 4) 
(年間)
4 ~ 6 12(41.4) 4(28.6) 
7 ~ 9 1 ( 3.4) 5(35.7) 
10 ~ l( 3.4) 。
初心者 8(27.6) 1 ( 7.1) 
テニスレベル 初級者 5(17.2) 5(35.7) 
(自己評価) 中級者 14(48.3) 7(50.0) 





















a) テニスをやってみたかった 肯定 20(69.0) 14(100.0) 
否定 5(17.2) 。
b)友人等からすすめられて 肯定 14(48.3) 6( 42.9) 
T 否定 7(24.1) 4( 28.6) 
ス c) なんとなく 肯定 2( 6.9) 。
を 否定 9(31.0) 5( 35 7) 
始
d)健康。体力づくりとして 肯定 23(79.3) 11( 78.6) め
?こ 否定 2( 6.9) 1 ( 7.1) 
理
e)仲間との交流を得たくて 肯定 17(58.6) 9( 64.3) 由
否定 2( 6.9) 1 ( 7.1) 
f)気分転換 ω ストレス解消法と 肯定 14(48.3) 11( 78.6) 
して 否定 3(10.3) 1 ( 7.1) 
1 )天候や体調が少々悪くても 肯定 10(34.5) 7( 50.0) 
テニスをする 否定 9(31.0) 4( 28.6) 
2 )必要があればァニスのために 肯定 12(41.4) 6( 42.9) 
他の予定を変更する 否定 6(20.7) 2( 14.3) 
3 )練習をつらいと感じるときが 円定 4(13.8) 2( 14.3) 
フー ある 否定 13(44.8) 8( 57.1) 
4 )試合に負けると悔しいし勝つ 月定 13(44.8) 10( 71.4) 
ス
とうれしい 否定 5(17.2) 。
Uこ
5 )イ也のととよりもテニスにかけ 肯定 9(31.0) 7( 50.0) 
対
す る費用のウエイ卜は大きい 否定 9(31.0) 4( 28.6) 
る 6 )練習は試合に勝つためにやっ 肯定 7(24.1) 4( 28目6)
見ム旦巴 ている 否定 14(48.3) 3( 21.4) 
度 7)試合には積極的に参加してい 肯定 11(37.9) 4( 28.6) 
る 否定 6(20.7) 3( 21.4) 
8 )家族はァニスをすることを 肯定 13(44.8) 8( 57.1) 
応援してくれている 否定 3(10.3) 1( 7.1) 
9 )これからもずっと 7ニスを続 肯定 22(75.9) 12( 85.7) 
けていこうと思っている 否定 2( 6.9) 1 ( 7.1) 
7 
仲間との交流 肯定 21(72.4) 14(100.0) 
否定 。 。
ス 試合でよい成績をとること 肯定 10(34.5) 7( 50.0) 
否定 6(20.7) 1( 7.1) 
期 技術を身につけること 肯定 16(55.2) 10( 71.5) 
待 否定 2( 6.9) 1( 7.1) 
す 気分転換・ストレス解消法と 肯定 16(55.2) 12( 85.8) 
る して 否定 2( 6司9) 。
」ト 健康@体力づくりとして 肯定 22(75.9) 13( 92.9) 
と 否定 1( 3.4) 。
( )の数字は%
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